
Keyword

全学生が履修可能な基礎教育科目「学生ボランティア入門」
では、受講生は、外部の専門家による招聘抗議なども通して
災害ボランティアの基礎を学ぶとともに、実際に災害被災地に
赴きボランティア活動に従事する。
学生部等とも連携し、ボランティア経験が豊富な事務職員

が現地のボランティアニーズとのマッチング、当日の引率、被災
地に赴く際の事前・事後の指導も行っている。

授業後半では大半の学生が自ら参加申し込みをしたボラン
ティア活動の報告を行う。
大学生のボランティア参加の影響に関する研究には少なか

らぬ蓄積があるが、「産学一如」などの本学の掲げる人材育
成上の課題を加味した実証研究を行うため、受講者を対象に
アンケート調査を行った。

災害復興支援を体験する教職協働の
授業開発：「学生ボランティア入門」

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

［学生］
●ボランティアに興味があるが
何をしたらいいかわからない

・事前にボランティアの基礎知
識を学ぶ
・避難訓練ゲーム、防災食ワー
クショップなどの演習

・現地のボランティアのニーズ
とのマッチング

［自治体、被災地の住民等］
●ボランティアを派遣してほしい

大学生、ボランティア、防災・減災、教職協働

基礎教育センター
講師

中世古 貴彦

高等教育政策、大学経営、カリフォルニア州高等教育マスタープラン、
IR（インスティテューショナル・リサーチ）など

ボランティアを通した成長
●主体的に他者と協力する力、コミュニケーション力、社会の発展に
貢献する意欲などで、学生は成長を実感
●特に、受講前の自己肯定感が低かった者の意識が大きく変化

Point

Keyword

その土地に住む人びとが自分たちの「歴史」として語り伝え
てきた「知恵の所産」である伝承は、防災や減災に活用する
ための各地域の自然災害にまつわる言説の情報収集と整理
活動を通じて、近年その重要性が特に見直されています。国
土地理院の地図にも、2019年3月15日から「自然災害伝承碑」

について、新たなマークが使われるようにもなりました。そこで、
本研究では、北部九州を中心に、歴史事象を伝える営為と地
域に伝わる伝承との関係性、さらにそれらを伝えるメディアの
創造について考察しながら、それらを地域振興や災害対策に
活かすことを目指します。

民間伝承を活用した地域振興と災害対策
―北部九州を中心に―

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

①民間伝承を活用した地域振興
②民間伝承を活用した災害対策

①土地の歴史と結びつき、時代を越えて語り継がれ書き写され
てきた伝承の紹介・発信を行うことで、地域の振興を目指す
のみならず、人々が抱く歴史や生きてきた土地の文化を読み
解くことを目指します。

②災害をめぐる伝承の紹介・発信を行うことで、防災・減災を
目指すのみならず、地域文化の継承を目指します。

Point

●災害に強い街づくりをしたい

災害を忘れない記憶装置として
の記念碑や地名を活用し、安全
な場所を選んだ街づくりにつなげ
ることができます。

その地域独自の伝承を活用し、
キャラクターにまつわる商品開発
などにつなげることができます。

●地域の歴史を活かして、街を
元気にしたい。

伝承文学、軍記物語、平家物語、お伽草子、芸能、絵画

基礎教育センター
准教授

森 誠子

平家物語とお伽草子・伝承文学との相関をめぐる研究
平家物語にまつわる文芸領域及び文化の動態に関する研究
中世及び近世前期における文芸テクストの生成基盤と流布の様相に関する研究
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